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次期「みどりの基本計画」の施策体系 

 

１ みどりの基本計画の概要 
 

 ・みどりの基本計画は、「みどり豊かでうるおいのある県土づくり条例」第 6 条に基づく、緑化

の推進とみどりの保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画であると

ともに、香川県環境基本条例に規定する自然環境の保全やみどりの創出等に関する分野にお

ける基本計画である。 

 ・「樹木等の植物が生育する森林、農地、草地その他これらに類する土地が形成している環境」

が本計画の対象のため、公園等を含む市街地や海辺、島嶼部など県土全域の植物が生育する

環境を対象としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 現行計画の施策体系 
 

（１）基本的な考え方 

  ・みどりと人、社会との関わり方に焦点を当て、「みんなで育て、活かす、みどり豊かな暮ら

しの創造」～日本一小さな県で、日本一充実した「みどり」とともに暮らす社会の実現～を

基本目標にしている。 
 

（２）施策展開の基本方向 

番号 施策区分 施策展開  施策展開 

1 森林資源の活用と里山再生の推進 11 項目  10 項目 

2 暮らしを支えるみどりの充実 17 項目  12 項目 

3 県民総参加のみどりづくり  8 項目   4 項目 

合計 3 項目 36 項目  26 項目 

 

３ 次期計画の策定に向けた施策体系の見直し 
 

 ・現行計画の目指す「日本一小さな県で、日本一充実した「みどり」とともに暮らす社会」を実

現するためには、地域のみどりづくりに関する長期的な視点を持って施策に取り組み、みど

りを将来に引き継いでいく必要があることから、引き続き基本目標を「みんなで育て、活か

す、みどり豊かな暮らしの創造」とし、緑化の推進とみどりの保全に関する施策を総合的か

つ計画的に推進する。 

 ・現行計画策定後のみどりを取り巻く社会情勢の変化（法・制度の改正、SDGs 等）、県民の意

向等（県政モニターアンケート調査結果）を、次期計画の施策体系に反映させる。 

 ・「香川県県産木材の供給及び利用の促進に関する条例」第 14 条に基づき、県産木材の供給と

利用の促進に関する基本的事項を定める。 

 ・県民にとってわかりやすい施策体系とするため、項目の整理、上位計画との整合を図る。 

見直し 

資料４ 



                 現行計画の施策体系                          社会情勢の変化・県民の意向等          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標
施策区分
(大項目)

施策区分
（中項目）

施策展開
（小項目）

社会情勢の変化等 県政モニターアンケート調査

 ⑤建築基準法の改正（H30.6）
　・木材利用の推進に向けた規制の合理化
　 （中層木造共同住宅など木造建築物の
　　 整備の推進等）

 ⑥森林経営管理法の制定（H30.5）
　・森林経営管理制度の開始（H31.4）
　　（市町村による森林経営の集約化、
　　　市町村による森林の管理）

 ⑦森林環境税及び森林環境譲与税に関する
　 法律の制定（H31.3）
　・森林環境譲与税の譲与開始（R1～）
　 （森林整備、人材育成、木材利用の
　   促進に活用）

 ⑪SDGs（持続可能な開発目標）
　・計画に盛り込む施策とSDGsに示され
　　ている17のゴール、169のターゲット
　　との関連性を示す必要がある。

 ⑧生物多様性の保全
　・希少野生生物の保護、外来種対策等を
　　計画に追加する必要がある。

 ⑨自然災害への対応
　・大規模な自然災害への対応について
　　県国土強靭化地域計画等との整合を
　　図る必要がある。

 ⑩みどり豊かな暮らしづくり宣言
　・全国育樹祭を契機に当該宣言の作成
　・県民が日々の暮らしの中で「みどり」
　　とふれあい、守り、活用する。

 ①森林法の改正（H28.5）
　　・森林所有者等に対し伐採後の造林の状況
　　　報告を義務付け
　　・林地台帳制度の開始（H31.4～）による
　　　施業集約化の促進

 ①みどりの役割の重要性
 　・CO2吸収等の環境保全、自然環境の維持、
 　　快適な生活空間の形成、水源涵養・土砂
 　　流出防止としての役割が重要視されている。

 ②森林・林業基本計画の策定（H28.5）
　  ・資源循環利用による林業の成長産業化
　・原木の安定供給体制の構築
　・木材産業の競争力強化と新たな木材
　　需要の創出（CLT等）

 ③全国森林計画の策定（H31.4）
　・流木対策の推進（近年の豪雨対策）
　・花粉発生源対策の強化
　・木質バイオマス利用の推進

 ④県産木材の供給及び利用の促進に
　 関する条例の制定（H29.12）
　・県産木材の供給と利用促進事業 の開始

 ②県産木材の利用
 　・県産木材の認知度は低かったことから、
 　　県産木材について普及啓発を図る必要が
 　　ある。

 ③みどりづくり
 　・みどりづくりに関心がある人は多く、どの年代
 　　の方にも関わってもらえるように、県民の理解
 　　と参加の促進を図る必要がある。

⑤海岸づくり活動の促進

①全国育樹祭の開催

②全国育樹祭を契機とした森づくりの推進

③県民参加の森づくり活動の推進

２ みどりを活かした地域づくりの推進 ①みどりを守り・育てる人材の育成

②すぐれた風景や自然環境、良好な生活環境の保護・保全

②里山の活用・保全活動の推進

③農山村地域の交流促進

②担い手育成の促進

④川辺づくり活動の促進

２ すぐれた自然の保護・保全 ①自然公園等の保護・利用

２
暮
ら
し
を
支
え
る
み
ど
り
の
充
実

１ 暮らしを守るみどりの保護・保全 ①山地災害防止対策の推進

②保安林の適切な管理

③適正なみどりの保全

３ 身近なみどりの整備・管理 ①公共施設の緑化の推進

⑤有害鳥獣対策の推進

⑥農地の保全

⑦藻場の保全

⑤自然の状態が残された海岸等の保全

②民間施設等の緑化の促進

③道路・港湾の緑化の促進

④都市公園等の整備・管理

②里山資源の利活用

２ 県産木材の利用促進 ①公共建築物等における県産木材利用の推進

②民間住宅等における県産木材利用の促進

３ 里山再生の推進 ①里山整備の推進

み
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ど
り
豊
か
な
暮
ら
し
の
創
造

１
森
林
資
源
の
活
用
と
里
山
再
生
の
推
進

１ 森林の整備 ①森林整備の推進

②路網整備等による効率的な作業システムの導入促進

③施業の集約化の促進

③県産木材の利用拡大

４ 森林・林業の担い手育成 ①林業後継者の確保・育成

④森林病害虫等防除対策の推進

③放置竹林対策の推進

③天然記念物等の保護・保全

④古木・巨樹の保護・保全

⑤森林公園の整備・管理

３
県
民
総
参
加
の
み
ど
り
づ
く
り

１ 県民参加の森づくりの推進
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                                 次期計画の施策体系（案）                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


